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に TL-Z をプロットすると図 4のようになりd̂-1を示唆 している｡また傾 きの温度依存性
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Fig.4.ThesizeJependenceofl･LIZ(I=2.2,Seethetext).

図 4.

(図 5)より分-1が結論される.このように低温

での T は

0.5

･ clLzexp(aEL) (5)

の形 とな り,低温での秩序の安定性は静的な情報
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+(2)の形のダイナミックスの形の近似で定性的に Fig･5･Thetemperatule-dependenceofthedopesinn.g.4.
Theslopeq(K)correspondstothefactoralelPineq.(7)

正 しい結果を与えていることがわかった｡この(5) (Seethetext)･

の障壁 a eL はⅠnte r facialt｡nsi｡n と呼 ばれ 図5･

るものと同じ形でありDomainwallによる障壁が秩序崩壊の主たる要因であるということが

できるだろう｡
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この研究会では最近我々のグループで研究 している Topologicaldefects(界面,キンク,

渦系等 )の動的理論について話をした｡TDGL等の非線形散逸系の長時間振舞を考える時,こ
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の様な defectsが主役を演ずる事が色々な場合について認められて居る｡これらについては筆

者の解説 (物理学会誌, 1983年 12月号 )やこの研究会における長井,徳山 太田氏等の報告

で充分カバーされていると考えるので,ここでは新 しい問題 として過冷却液体における long

time tailについて筆者の推測もまじえて述べる事にする｡所謂 long timetailとは,輸

送係数をきめる時間相関関数が時間 tと共に 了 d/2(射ま次元 )のようにゆるやかに変化する

為に輸送係数の振動数依存性等が異常な振舞をする現象のことである｡しかし昔のモー ド結合

理論等で求められるこの効果は極端に小さく通常観測にかからないとされて来た｡一方計算機

実験や過冷却液体では理論より遥かに大きい long tailの効果が見出されている｡ 特に後者

では実験的に粘性係数について

7(W)-7(0)/〔1+ia'T+2K(iQ'T)1/2〕

の形の式がよく合 うとされて居 りK は0(1)の数である｡この (iGdT)1/2の項が long tailによ

る｡所で一方過冷却液体の温度依存性については所謂 Voge卜 Fulchen則 と云 うのがある :

- )-Aexp〔子吉 〕

Toはガラス転移温度 Tgより少 し低い｡これの一つの解釈 として過冷却液体を, 動 きまわる

disclinaticn lineの集合 とみる考え方がある 〔Rivierand Duffy,(1982)〕｡ これによ

ると, TがTgに近づくにつれてdisclinatian lineが動かなくなる｡即ち stressの緩和時間

が急激にのびる｡したがって で(T)も増大する｡緩和時間の増大は long tailと結びつき得

る｡この結びつきで重要な役割 りを果たすと期待されるのは保存則である｡ モー ド結合理論で

は保存する流体力学的モー ドが long-tailの原因になった｡ 今の問題でこれに代るものとし

てdisclination lineの保存則がある｡これは元々disclinatian lineは閉ぢていなければな

らないとの幾何学的要論に由来する｡即ちdisclinationlinedensityを適当に定義すればこ

れが連結の方程式 をみたす事が示される(Dzyaloshinskii)｡ここで述べた推測を実際にたし

かめてみるのは今後の課題である｡この間題に参考になる文献 として下記のものがある｡
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